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コスタ・コンコルディアの悲劇
タイタニック号沈没（1912年4月15日）から100周年に

当たる本年の 1月 13日（金）、イタリア半島とサルディニ
ア島の間に位置するティレニア海上で、これを髣髴とさせ
る事故が起こった。乗客 3216人、乗務員 1013人から成る
総勢4229人を乗せた大型豪華客船コンコルディア号がジー
リオ島沿岸で座礁し、死者 25人、行方不明 7人の犠牲者を
出したのである。同船は地中海クルーズ客船で、チヴィタ
ヴェッキア港を出発した後サヴォーナをはじめ、マルセイ
ユ、バルセロナ、パルマ・ディ・マヨルカ、カリアリ、パ
レルモを回る予定だった。地中海クルーズを楽しみに世界
中から集まった人々の夢は、乗船初日に無残にも破れたの
である。
コスタ・クロチエーレ社のこの船は、ジェノヴァの

Fincantieri造船所で建設され、2005年 9月 2日に進水した。
この時シャンペンのボトルを舷側に投げ付けて船を「洗礼」
したが、ボトルが割れなかったので不幸の前兆と見る関係
者もいたと言う。総トン数11万4000トン、全長290m、幅
35.5ｍ、高さ 52mの巨体は 17階建てのビルに相当し、客
室 1500室の他、2100平米のSPA施設を備えた、同社最大
の客船だった。

事故当日
当日チヴィタヴェッキア港を出発したコンコルディア号

は、アルジェンタリオ半島とジーリオ島（国立トスカーナ
群島自然保護区にある）の中間を通過して次の寄港地サ
ヴォーナに向かうことになっていたが、フランチェスコ・
スケッティーノ船長は、「ジーリオ島に住む先輩に挨拶する」

遅れた避難命令
衝突が起こった 21時 42分、乗客の多くはレストランで

食事をしており、衝突直後に停電が生じて船上はパニック

ドロミティ山塊にあるサン・マルティーノ・ディ・カストロッツァの村。
後ろに控えるのは険しいPale di San Martinoの山々（写真： Enrico Longo）。

関連記事はp.4に。
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「Paneveggio Pale di San Martino自然公
園」にあり、ユネスコの世界遺産となって
いる Pale di San Martino、San Lucano、
Dolomiti Bellunesi、Vette Feltrineなど、ド

ロミティの山々では 3月に
なってもスキーシーズン継
続中です。Primiero、Vanoi、
Sagron Misの渓谷は、この
すばらしい山々に囲まれた
ところにあり、100軒以上も
ある 3つ星、4つ星ホテル
（エステサロン、プール、サ
ウナなどがそろう）、アグリ
ツーリズム施設などに宿泊
しながら Settimana Bianca
（スキー週間）を楽しむことができます。

プリミエーロ峡谷のスキーの名所として
最も有名なのが San Martino di Costrozza
サン・マルティーノ・ディ・コストロッ
ツァという村で、海抜1450mのところにあ
ります。森に囲まれた草原盆地にあり、ド
ロミティの3000m級の高山山脈であるPale
di San Martinoが村におおいかぶさるよう
に高くそびえています。サン・マルティー
ノ・ディ・コストロッツァは Cortina

d’AmpezzoやMadonna di Campiglioと並ん
でドロミティのスキー場の名所中の名所で、
「アルプスの首都」というにふさわしい気品
と活気をそなえ、コスモポリタンな雰囲気
にあふれています。この村から便利な無料
スキーバスに乗って、スキーリフトがある
場所へ向かいます。
村から 1キロの所にあるゴンドラリフト

や、村の東部にあるチェアリフトに乗って、
海抜 1404 mから 2357 m の高さに広がる

Carosello delle Malghe
のゲレンデへ行くこと
ができます。このゲレ
ンデにはいろいろなタ
イプの斜面があり、雪が豊富で難度の高い
piste nere（黒いピスタ）と呼ばれるコース
から、中級クラスの piste rosse（赤いピス
タ）、さらに初心者向けの piste turistiche
（観光用ピスタ）があり、もちろんスキー学
校もあります。

宙人に誘拐された」と思い出す症例が研究
されたり、議員や大臣など責任ある立場に
ある人の中から宇宙人との遭遇の体験を公
言する人が増えている。
「エリア51」とは米国ネヴァダ州にあり、

ラスベガスの北北西に 200キロ、砂漠の中
にある米軍基地の中の一画で、1947年の
「ロズウェル事件」で回収されたUFOや宇
宙人が運び込まれたり、米軍が宇宙人の協
力を得て秘密兵器を開発しているなどと噂
される。ソ連がその衛星写真を撮影して公
開するまで米軍は「エリア 51」の存在を隠
していたくらいで、ここには大統領でさえ
招待されなければ入れない。つまり「国家
の中の国家」のようなものが出来ている。
出入りしたり勤務したりした人々はそこで
見たもの、知ったことの口外を厳しく禁じ
られ、それに逆らった人々が不審な死を遂げ
ている事件が次第に明るみに出てきている。

1989年に物理学者ボブ・ラザーが「エリ
ア 51でUFOと宇宙人を見た」と証言した
のを皮切りに ここに出入りした人々の証

している。中国でも去年 8月に重慶市の江
北空港の上空にUFOが現れたために滑走路
が 1時間に渡って閉鎖された。メキシコで
は空軍がUFOの大編隊を撮影して公開して
以来、UFOが見えると車が一斉にクラク
ションを鳴らすのが習慣になっている。

ヨハネ23世が宇宙人と会った、
或る夏の午後
イタリアでもイタリア風にディスクロー

ジャーが進んでいる。例えば <YouTube>
で簡単に見られるもので、教皇ヨハネ23世
（在位1958～1963）の個人秘書だった枢機
卿ロリス・フランチェスコ・カポヴィッラ
が教皇と一緒に宇宙人に遭遇した経験を
語っている動画がある。カポヴィッラはキ
エテの大司教でロレートの高位聖職者、ヨ
ハネ 23世は「善良なる教皇」と呼ばれて
人々に親しまれ、2000年に前教皇ヨハネ・
パウロ 2世によって「福者」に列福された
人だから、これまで孫の言うことを「バカ
なことを！」と掌で払 ていたイタリアの

機卿が言う。「教皇はそれからずっとあの午
後の思い出を心の奥にしまったのでした。
私も彼の沈黙に従いました。…あの人が離
れて、宇宙船の方へと向かったところで、
教皇が口にしたお言葉が忘れられません。
『神の子たちは至る所にいるのだね。それな
のに我々は、彼らが自分たちの兄弟だとな
かなか気づくことが出来ないものだ』」。
このエピソードが今になって注目され始

めているのは時代が変わったから、つまり
人々が宇宙人の話になれて来て、宇宙人が
地球に来ていることを認める人が多くなっ
て来たからだろう。ハリウッド映画が先ず
フィクションの形で大衆を新しいアイデア
に馴れさせる。そして沢山の目撃者や遭遇
経験者が告白する。「エリア 51」ではアメ
リカの諜報機関・軍産複合体が既に宇宙人
と協力しているというのが「公式ではない
事実」として確立し、それらを勇ましく告
発する人々が出て来て、インターネット上
で情報や意見が競われる。
しかしイタリアの大手のメデ アを見て

ら「宇宙人に誘拐された」と判定される人
が続出している事情がある。「トランスポー
テーションで円盤や基地に連れて行かれた」
「トランスミッションを体内に埋め込まれ
た」など、共通した記憶が出て来たり、そ
の記憶が表面意識から消されている事情も
共通しており、被験者の言うことには共通
したパターンが見いだされる。
米国では何百万人もがこの症候を表して

いるそうだが、今のところ物的な証拠が公
開されていないので、「虚偽記憶」によるも
のか集団ヒステリー現象ではないかという
解釈も成り立つ。しかしだからと言って

ヨハネ・パウロ
二世が逝去した

2005年4月2日の
夜に、サン･

ピエトロ広場に
来ていた

ルーマニアの
テレビ局のカメラ
にUFOが映った。

撮影時刻は
3日の6時。

ぶらりイタリア散歩道

まだ間に合う、トレンティーノ県での
settimana bianca

Cimon della Pala（標高3185 m）。写真: Carlo A. Turra

海抜 700 m の村 Fiera di PrimieroにあるPalazzo delle
MiniereとChiesa Arcipretale。写真: Cristina Gadenz
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宇宙人の存在にも確信を持っていた。「既に
十分な実証と議論がなされ、地球外に知的
生物が存在する事実に疑いの余地はない。
100件の事件が報告されてその中の 99件が
偽りであったとしても、あとの 1件が否定
できないなら、事実は存在すると見なされ
るのだ。だから状況は既に、懐疑が“慎重
の美徳”の限度を超えてしまっている。慎
重とは十分に考慮を払えということであっ
て、否定しろということではないのだか
ら」。

或る聖書翻訳家が至った結論。
『旧約聖書』の中の宇宙人たち

次には遠い、遠い昔に目を向けたい。
少々退屈な話になるかも…。マウロ・ビ
リーノという人は10年以上も、聖書出版の
大手「サン・パオロ出版社」のために『旧
約聖書』17書を古代ヘブライ語からイタリ
ア語へ翻訳・監修する仕事に携わって来た。
彼が「サン・パオロ出版社」からの仕事を
“干された”のは 翻訳を通じて達した見解

洗う必要があった。「天使」が大好きな私の
姪っこをガッカリさせたくないので彼女に
は言わないけれど、ビリーノによると「伝
令のような役割を持っていた宇宙人」だっ
たらしい。「マラヒム」がソドムの住民に攻
撃されると、相手を瞬間的に盲にしてしま
う武器を使って辛うじて逃げ去ったという
記述がある。
さらに『旧約聖書』の至上神ヤハウェの

話には、ユダヤ教の神学者たちは大いに戸
惑うだろう。ヤハウェは人類の創造を扱っ
た『創世記』には現れない。『創世記』に現
れる「神」は「エロヒム」という言葉で表
され、「エロヒムがその姿に似せて人間を創
造した」と書かれている。ところがエロヒ
ムは複数語であり、古代ヘブライ語では
「天空から降りて来た人々」を意味する。結
論に飛ぶと、ビリーノは彼の著書『聖書の
中の宇宙人（Il Dio Alieno nella Bibbia）』で、
「エロヒムたちが自分らの遺伝子と既存の前
人類のそれとを混ぜながら地球人を創造し
たと読める」と書いている

ある人が多いのだから、確かにそうなのか
もしれない。
さらに聖書の中では「ケルビム」を天使

とか人間とかの“主体”として書いている
叙述は皆無で、“金属の物体”として書いて
いる。つまり“空飛ぶ円盤”である。など
など、興味のある方にはマウロ・ビリーノ
の著書で検討していただきたい。
一方日本では近年大川隆法の「宇宙人

リーディング」のシリーズが次々と刊行さ
れており、古代のエジプトやメソポタミア
に様々な宇宙人が到来したことが語られて
いるので、興味のある方はビリーノの仮説
と対照して考察できる。

バチカンはスーパー望遠鏡で
何を探しているのか？
バチカンは毎年何千万ユーロかの予算を

アリゾナ州のグラハム山に持っている天文
台のために使っているが、そのスーパー望
遠鏡は何故か「ルシファー・ワン」と呼ば
れている「ルシフ 」はラテン語の“l ”

長でイエズス会士のホセ・ガブリエル・フ
ネスは「地球人類より遥かに進歩している
かもしれない“兄弟”が宇宙に存在すると
信じることは、神への信仰とは矛盾しない」
と言っている。バチカンのように慎重な上
にも慎重な組織が「地球人よりも進化した
宇宙人の存在」を認めたということは、こ
れが氷山の一角に過ぎず、その下には未公
開の事実が山のようにあるに違いない。又、
バチカンは「このスーパー望遠鏡は、イエ
スが生まれた時に東方の三博士が見たとい
う星を探すため」だとか、相変わらず童話
風の言い方をしているが、それで頷くよう
な人は子供でも少数派になって来ている。

2009年 11月 27日に米国の大統領バラ
ク・オバマが宇宙人について重大発表をす
ると言ったが途中でやめた。「時期尚早」と
見たか、それともどこかから圧力がかかっ
たのか？ 宇宙人との協力から得られる防衛
技術を米軍が独占し続けるには「そんな事
実はない」と言っておいた方がいいのは当
然だが 考えてみればこのような人類全体

また、スキー以外にも、Alpe Tognolaの
スノーパークでは、スノーボードや催し、
食事処などがあり、家族全員で楽しめます。
次に、村の東部にあるゴンドラリフトに

乗るとRossetta山の麓のゲレンデに行くこ
とができます。ここには斜面が 2つあり、
人口造雪設備や夜間照明があります。また、
ロープウェーに乗ると、Altipiano delle Pale
まで行くことができます。そこではスノー
シューやアルペンスキーによる遠足を楽し
めるほか、近くには 9キロにわたるクロス
カントリースキーができるPrà delle Nasse
草原があります。
村から無料のスキーバスに乗って15分のと
ころには、海抜 1980 mの Passo Rolle
（ロッレ峠）があります。これは、サン・マ
ルティーノ・ディ・コストロッツァと、Val
di Fiemmeやドロミティの他の峡谷をつな
ぐ峠です。Passo Rolleには 11月末から 4
月末まで利用できるゲレンデが合計15キロ
にわたってあります。Cavallazza山の北斜
面にある難度の高いParadiso 1や、中級ク
ラスの Fiamme Gialleが、スキーのエキス
パートに人気のゲレンデです。また、
Passo Rolleにはスノーパークもあります。

先ほども触れましたが、スキーだけでな
く、アルプスのガイドに引率されてスノー
シューズ（racchette da neve）をはいて遠
足をするという settimana biancaもいかが
でしょうか。自然公園のすばらしい景色の
中で山里の雰囲気を満喫できること、まち
がいありません。ひょっとしたら、雪景色
の美しい高原でカモシカに出会うかもしれ
ません。スノーシューズは普通の登山靴に
つけるもので、初めての人やスポーツの苦
手な人でも簡単に使えるものであり、手軽
にレンタルできます。すばらしい山の経験
をするために、ご使用をお薦めします。
少し体力が必要ですが、ぜひともお薦め

したいのが、Paneveggioにある Foresta
dei Violini（バイオリンの森）の遠足です。
海抜 1400? 2150 mのところにある森で、
「Sentiero natura Marciò（マルチョ自然道）」
を歩くことになります。森の木の 9割はア
カモミで、樹齢数世紀、中には 40mの高さ
に及ぶものもあります。「バイオリンの森」
と呼ばれるのは、バイオリンなどの弦楽器
やピアノの制作に使われる木材の産出地で
あるためで、イタリアだけでなく、世界に

も輸出されています。既に十八世
紀には、ストラディバリやグアル
ニエリなどの有名な弦楽器師が、
最良の木を求めてここにやってき
ました。ちなみに、国際的なバイ
オリン奏者であるウト・ウギも、
自らのストラディバリのバイオリ
ンを使ってこの森でコンサートを
開きました。

【情報提供】
Paola Toffol（APT di San Martino di

Castrozza, Passo Rolle, Primiero e Vanoi）、
Giacobbe Zortea（Parco Naturale Paneveggio

Pale di San Martino）、Manolo（アルペンガイド、
フリークライミング選手）。
Azienda per i l  Turismo di San Martino di

Castrozza, Passo Rolle, Primiero e Vanoi

www.sanmartino.com  Ufficio di San Martino di

Castrozza     tel. 0439 768867 / Ufficio di Fiera di

Primiero tel. 0439 62407

Parco Naturale Paneveggio Pale di San Martino

www.parcopan.org    tel. 0439 64854

Primiero Iniziative Soc. Cooperativa

tel. 0439 762525

Fiera di Primiero など、Trentinoトレンティーノ
県の東部へのアクセスは、車のほか、国鉄Feltre

駅からの路線バス（所要 30分）もご利用くださ
い。

GianAngelo Pistoia

PaneveggioにあるPaneveggioの
「バイオリンの森」（海抜1450 - 2050 m）。

写真: Carlo A. Turra
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